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お買い上げいただきありびとうございます。 


A 警告 


電気製品は安全のための注意事項を巧らないと、火災や人身事故に 
なることびあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたをお 
しています。 この取巧説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保曽してください。 
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A 警告安をのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されてい 
ます。しかし、電気製品はすべて、まちびった 
使いかたをすると、火災や感電などにより人身 
事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守りください。 


ままのためのま意事 I 頁を守る 


この「を全のために」のま意事項をよ < お読み 
<ださい。 


定期のに点検ずる 


1年に一度は、 AC パワーアダプターのプラグ 
部とコンセントとの間にほこりびたまっていな 
いか、故障したまま使用していないか、などを 
点検して < ださい。 


故障した 6 使わない 


動作びおかし<なったり、 AC パワーアダプ 
ターなどび破損しているのに気づいた6、すぐ 
にお買い上げ店またはソニーヴービス窓□に修 
理をご依頼 < ださい。 


万一、異常び起きた 5 


卡電源を切る 
包 AC パヮーァダプ 
ターで 巧電中の 
場合は、コンセ 
ントか百抜く 
©ソ ニーの 相談窓 
□またはお買い 
上げ店、ソ ニー 
サー ビス窓 □に 
修理を依頼ずる 



警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、次の 
よつな表のをしています。表のの 
内容をよく理辆してか日本でをお 
読みください。 


於■を均 

この表おのま意事頂を守らない 
と、火災-感電•漏液•発熱•お 
裂などによ D 死 t や大けびなどの 
人身事故び生じます。 


lArnW] 

この表示のま意事項を守らない 
と、火災-感電などにより死こや 
大けびなど人身事なの原因とな0 
ます。 


应ミ主意 I 

この表示のま意事頂を守らない 
と、感電やその他のま巧によりけ 
びをしたり周辺の家財に損害を与 
えた D することびあります。 


ま意を促す記号 

A A A 

'ま意 义巧 感電 

行為を禁止する記号 

0 ® 

冥止 接触禁止 

® 磯） 

分解禁止 めれ手禁止 

行為を指示する記号 

〇を 

指示 つラグをコン 

セントから巧く 
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A 危険 I 瓜爪 

义災 感電 


下記のを意事項を守5ないと义災 • 

感電•発熱•発义により死亡 

や大けび の原因となります。 


指定なかの ACA ワーアダプターをほわない 

充電するとをは、必ず指定の AC パワーア 
ダプターを使巧して < ださい。 

破襲や電池の液漏れ、過熱などにより、乂 
災やけび、周囲の巧損の原因となります。 



义の中に入れない 



分解しない 

故障や感電の原因となります。内部の点お 
および修理はソニーの相談窓□またはお買 
い上げ店、ソニーサービス窓□にご依頼く 
ださい。 



义のそばや炎天下などで巧電したり放置しない 



义災 感電 


下記の注意事項を守らないと义災 • 

感電•発熱•発义によりやけ 

どや^ I すの原因となりまず。 


道路な通ミ去に従つて安を運面ずる 

運転者は道路交通法に従う義務がありまず。前方注 
意をおこたるなど、を全運転に反する行為は違法で 
あり、事故やけがの原因となりまず。 

. 運転中は本機および携帯電話を使巧しない。 

• 運転中に携帯電話の画面を注視しない。 

•運転中がでち、踏切や駅のホーム、車の通る 
道、工事現場など、周囲の音び聞こえないと危険 
な場所ではへッドセツトを使わないでください。 
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- 1 A A 下記のを意事項を守 S ないとジだ巧* 

删底成激觀;驚哉ゃけ 


火災 感電 


内部に水や異巧を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因にな 
ります。万一、水や異物び入ったとき 
は、すぐに使用を中止し、 AC パワーア 
ダプターをコンセントから振いて、お買 
い上ば店またはソニーヴービス窓□にご 
相談ください。 



この製品をおがで使用しない 

AC パワーアダプターは、日本国内専巧 

です。 〇 

交流10 0 V の電源でお使いください。海 W 

がなどで、異なる電源電圧で使用する t 胃^ 

と、火災や感電の原因となります。 



雷び鳴0だした6、 AC パワーアダプ 
夕一に軸れない 

感電の原因となります。 


おお禁止 



めれた手で ACA ワーアダプターをさ 
わ6ない 

感電の原因となることびあります。 

めれ手禁止 




本な:や AC パワーアダプターを巧団な 
どでおおつたが態でほわない 

熱びこをってケースび変形したり、火災 
の原因となることびあります。 




_ 、 下記のま意事項を守らないと I す fii をしたり周辺の 

A 注意」家脉こ損害を与えたりずることがありまず。 


大音量で長時間病けて聞まずぎない 

• 耳を刺激するよラな大きな音量で長時間 
続けて聞くと、聴力に悪い影響を与える 
ことびあります。耳を巧るため、言量を 
上げすぎないよラにご注意ください。 
へッ ド セッ トにつないでいる Bluetooth 
機器によっては、通話時に八ウ U ング現 
象びおさることびありますので、常に適 
度な音量を保つよラにしてください。 

• このへッドセットは、音量を上げすぎる 
と音びがに漏れます。音量を上げすぎて 
まわりの人の迷惑にならないよラに気を 
つけましよラ。雑音の多いところでは音 
量を上げてしまいびちですび、ヘッド 
セットで聞くとさは、いつも呼びかけら 
れて返事びでさるくらいの音量を目安に 
して < ださい。 



はじめか6ポリュームを上ばずぎない 

突然大さな音び出て耳をいためることがあり 
まず。ボリュームは徐々に上げましよラ。 



通電中の AC パワーアダプターや製品 
に長時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、低 
温やけどの原因になることびあります。 



かゆみなど還扣感びあつた6ほわない 

へツドセツトび抓に合わないと感じたときは 
早めに使巧を中止して、医師またはソニーの 
ネ目談窓□、またはお買し化げ店にご相談くだ 
さい。 
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_ 、 下記のま意事項を守 S ないと I す hi をしたり周辺の 

A 注意」家おに損害を与えたりずることがあります。 



本おを航空機巧でほわない 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれびあ 0 ます。 

0 

禁止 

本おを医療お器の巧<でほわない 

電波がむ臓ペース 一力一や医療巧電気機器に 
影響を与えるおそれびあります。満員電車など 
の混雑した場所や医療機関の屋のでは使わない 
で < ださい。 

0 

禁止 

本煤をむ腺ぺースメーカーの装着部位か 
622 cmW 上謎ず 

電波によりペース 一力一の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

A 

'ま意 

本おを自動ドア、义災巧知おなどの自動 
お J 御傑器の巧<ではほわない 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因 
となるおそれびあ 0 ます。 

0 

禁止 

長時間ほ用しないとまは AC パワーアダプ 
夕一を巧< 

長時間使用しないとをは、安全のため AC パワー 
アダプターをコンセントから掠いてください。 

运 

つラグをっン 
セントから巧く 

お手入れの際、 AC パワーアダプターを巧く 

AC パワーアダプターを差し込んだままお手入れ 
をすると、感電の原因となることびあります。 

运 

つラグをっン 
セントから巧く 

本煤は、国内専巧でず 

海がでは国によって電波使用制限びあるため、 

本機を使用した場合、罰せられることびありま 
す。 

〇 

指示 



電池についてのまを上のごを意 

お漏れ•破裂•発熱•発义 • 誤巧による大けがや失明を 
避けるため、下記のま意事項を必ずお守りください。 


应危険 1 巧電式電池び液漏れしたとき 

巧電式電池の液が漏れたとさは素手で液をさわ百ない 

液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの相談窓□またはソニー 
サービス窓□にご相談ください。 

液び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので目をこすら 
ず、すぐに水道水などのされいな水で充分洗い、ただちに医師の治療を 
受けてください。 

液び身体やを服についたときも、やけどやけびの原因になるので、すぐ 
にきれいな水で洗い琉し、皮膚に炎症やけびの症状びあるとをには医師 
にネ目談してください。 


A 警告巧電式電池について 


• 指定された AC パワーアダプター ■Ul 列•で充電しない。 

• 火の中に入れない。分觸、加熱しない。 

• 火のそばや直射日光の当たるところ-炎天下の車中など、高温の場 
所で使用*保管-放置しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しな 
し、。ショートさせない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり傷つけたりしない。 

• 液漏れした電池は使わない。 


A ま意 I 曰 本国巧での巧電式電池の屏棄について 

U チウムイオン電池は、 U サイクルできます。この充電 
式電池の取りがしはお客様自身では行わず、「ソニーの相 
談窓□」にご相談ください。 

(「ソニーの相談窓□」の連絡先は裏表紙に記載されていま 

Li-ion す。） 


充電式電池の回収-リサイクルおよびリサイクル協力店については一般 
社団法人 JBRC ホームページ 
http://www.jb に. net/hp/contents/index.html 
を参照して < ださい。 
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Bluetooth 機釉こついて 


機器認定について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信システムの無線設備として、 
認証を受けています。従って、本機を使用するとさに無線局の免許は必 
要ありません。 

ただし、政下の事項を行ラと法律で罰せられることびあります。 

• 本機を分辭/改造すること 
• 本機に貼ってある詔明ラベルをはびすこと 


周波巧について 


本機は 2. 4 GHz 帯の2.400日 GHz から2.4835 GHz まで使用でをます 
び、他の無線機器も同じ周波数を使っていることびあります。他の無線機 
器との電波干渉を防止するため、下記き頂に注意してご使巧ください。 


本おの度用上のミ主意事項 

本機の使用周波数は 2.4 GHz 帯です。この周波数帯では電子レンジ等 
の産業.科学.医療巧機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライ 
ン等で使用される免許を要する移動体識別用構内無線局、免許を要し 
ない特定のか電力無線局、アマチュア無線局等 ( U (下「他の無線局」と 
略ず）び運用されています。 

1. 本機を使用する前に、近くで r 他の無線局」び運用されていない 
ことを確認してください。 

2. 万一、本機と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場をに 
は、速やかに本機の使用場所を変えるか、または機器の運巧を停 
止（電波の発射を停止）してください。 

3. 不明な点その他お困りのことび起をたとをは、ソニーの相談窓 □ 
までお問い合わせください。ソニーの相談窓□については、本取 
扱説明書（裏表紙）をご覧ください。 


この無線機翻ま 2.4 GHz 帯を使巧します。変調 
方式として FH - SS 変調ち式を採用し、与干渉距 
離は10 m です。 


2.4FH1 

[ r!] 


Bluetooth とその□コ'マークは 、 Bluetooth SIG , INC . の商標で、ソ 
ニーはライセンスに基づき使用しています。その他、本書に記載されて 
いるシステム名、製品名は、一般に各開発一力一の登録商標あるいは 
商標です。 
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Bluetooth お能の巧応バー 
ジョンとプ□ファイル 

プ□ファイルとは、巨 luetooth 機 
器の特 I まごとに機能を標準化した 
ちのです。本機は下記の 
Bluetooth バージョンとプ□ファ 
イルに対応しています。 

A ンズフ IJ 一通話をするために 
は、携帯電話を下記のバージョン 
とプ□ファイル （ HFP または HSP 
のどちらか）に対応している必要 
びあります。 

対応 Bluetooth バージョン： 

Bluetooth 標準規格 Ver. 2.0*' + EDR 


対応 Bluetooth プ□ファイル： 

-A2DP (Advanced Audio 
Distribution Profile) :高音質な音楽 
コンテンツを送受信する。 

- AVRCP (Audio Video Remote 
Control Profile) :再も一時停止、 
停止、ボ U ューム調節など、 AV 機器を 
操作ずる。 

- HSP (Headset Profile) :通話/ 
携帯電話を操作する。 

-HFP (Hands-free Profile) が： A 
ンズフ IJ- で通話/携帯電話を操作す 
る。 

Enhanced Data Rate の略 
。携帯電話の Bluetooth 機能び HFP と 
HSP の両方に対応してレる場合は、 
HFP (Hands-free Profile) を使巧し 
て < だごい。 

ごを意 

• Bluetooth 機能を使ラには、相手 

目 luetooth 機器び本機と同じプ□ファ 
イルに対応している必要びありまず。 
ただし、同じプ□ファイルに対応して 
いてち、目 luetooth 機器の仕様によ0 
機能び異なる場合びあります。 

• Blu 到 ooth 無線技術の特性にぶ D、 送 
信側での音声-音楽再生に比べて、 

へッドセット側での再生びわずかに遅 
れます。 


Bluetooth 無線技術について 


、心ル距龍で端ち辦ま 

ノデめ W こ^なをも 
ものたそう的剛と 
祁どうよ行て般こ 
劍な行おをじ-亂う 
嫩ラを。信応び齡使 
赚メ信す通にの柳て 
f " 力通でで要う^げ 
ホルで術離必使じな 
卜成夕±技距。て、つ 
卜^ジ同線のすげびを 
i ^デ器無でまなす器 
刀团や機離まさつで機 


^はにるのて社規ま 
一^ 要 ラす 方れ千準ない 
巧必より片入数標まて 
^ぐのたばにの界ざれ 
^な術せえ卜中世まさ 
S つ技わ例ッ。巧るさ用 
U で線合。ケす世いの採 
てルがいんポまはて中で 
っブホかせやさ格し界品 
よ I 、向まんで規同巧製 
にケたをりばち化賛、の 
術をま±あかと推がり一 
巧±、同もをこ^社あ力 
。線同く器要器ぅ^会で-。 

す無器な機必機使团の格メす 
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こんなことがでをます 

本機は、巨 luetooth 無線技術を利用したワイヤレスステレオへッドセット 
です。 


• 巨 luetooth 対応音楽プレーヤー（携帯電話、デジタルミュージックプ 
レーヤー、 Bluetooth トランスミッターを接続したデジタルミュージッ 
クプレーヤーなど） w の音楽をワイヤレスで楽しむことびでをます。 

• 巨 luetooth 対応携帯電話がをカバンの中に入れたまま、八ンズフ U —で 
通話びで去ます。 

• SCMS - T に対応しており、ワンセグ音声もワイヤレスで楽しめます。 

• 巨 luetooth 対応音楽プレーヤー* 3 の基本的な U モコン操作（再生•停止 
など）びで去ます。 

• 周囲の電波の影響による音切れび発生しにくい团 uetooth 標準規格 
Ver . 2.0 + EDFT 

团 uetooth 無線技術については1日ページをご覧ください。 


通話する 音楽を聞く 



*1 接続する Bluetooth 機器び A2DP (Advanced Audio Distribution Profile) に対応 
している必要びあります。 

が接攝ずる团 ue 怕〇化磯器び HSP (Headset Profile) または HFP (Hands-free 
Profile) に対応してし、る必要びあります。 

"接続ずる Bluetooth 機器び AVRCP (Audio Video Remote Control Profile) に巧あ 
している必要びありまず。 

^Enhanced Data Rate の略 




Bluetooth 機器昼本操作の流れ 










準備 


各部のなまえと働を 



本機で音楽を聞< とを、さま 
ざまな機能を操作します。 

回ランプ（赤） 

本機の電源状態を表示します。 

固ランプ清） 

本機の通信状態を表示します。 

团 VOL 植量）-ボタン 
固 VOL (音量）+ボタン*1 
固 POWER (電源）ボタン 

回 RESET ボタン*2 

本機び動作しな < なったとさ 
に押します。ペア U ング情報 
は保持されます。 


回、マルチフアンクシヨン 
ボタン 

本機で通話するとを、さまざ 
まな機能を操作します。 

画 PA 旧 ING ボタン 

回コードスライダー 

本機のネックコードを調節す 
るとをに使います。 

回 DC IN 3 V 端子 

このボタンには凸点（突起）びついて 
いまず。 

* 2 このボタンはイヤーパッド側にあ D ます。 
詳しくは30ページをご覧ください。 
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本機を巧電ずる 


本機は U チウムイオン充電式電池を内蔵しています。充電してからお使い 
<ださい。 


1付属の AC パワーアダプター 
を、 本機の DC IN 3 V端子に 
接続する。 


電源コンセント ワイヤレスステレオ 

へ ヘッドセット 



2本機のランプ（ホ）び 、点灯 
していることを巧認ずる。 



充電は、約 2.5 時間*で完了し、 
ランプ（ホ）は自動的に消なし 
ます。 


AC ノの一 
アダプター 
(巧属） 


DC IN 3 V 
端子へ 


AC ノてワーアダプターを電源コ 
ンセントへ差し込むと、充電び 
始まりまず。 

をヒント 

• 本機の電源び入っているとさに 
AC バワーアダプターを電源コン 
セントにつなぐと、本機の電源は 
自動的に切れます。 

• 充電中は本機の電源を入れること 
びでをません。 

• 巧電中はペア IJ ングびでさません。 
ペア U ングはを電穫に行なって< 
ださい。 


* 電池残量びない状態か6、満充電 
するのにかかる時間 

ごを意 

本機を長期間お使し'きにならなかった 
後に充電を行なった場合、 AC パヮー 
アダプタ—を繫いでち本機のランプ 
(ホ）びすぐに点灯しない攝合びあ 
ります。本磯から AC バワーアダプ 
ターをがさず、ランプ（ホ）点灯す 
るまでしばらくお待ちください。 

警告 

本磯はけ下の原因などにより、充電中に 
異甫を検知ずると、充電び完了していな 
くてちランプ（ホ）び消なずることびあ 
0ます。 

-動作な詔温度範囲めで〜 

45で）を超える場合 


-充電式電池に問題びある場合 
この攝合、ちラー度上記の温度範囲で充 
電を行ってください。それでも問題び解 
みしない場合は、ソニーのネ目談窓□(畫 
表紙）にご相談くださし)。 


ごミち意 

• 長い間使わなかったときは、巧電式電 
池の持続時間び短<なることびあ D ま 
す。何回か巧放電を繰り返すと、充分 
に充電できるようになります。 

• 使用可能時間び适甫の半分ぐらいに低 
下した場合は、巧電式電池の寿命と考 
えられます。充電式電池の交換につし、 
ては、ソ ニーの 相談窓 □ (裏表紙）に 
ご相談ください。 

• 急激な温度変化や、直射日光、霧、 

砂、ほこりや電気的な衝撃を避けてく 
ださレ。また駐車中の車内には、絶対 
に放置しないで < ださい。 

• 付属の AC パワーアダプターは本機専 
用でず。他の AC バワーアダプターは 
使巧しないで < ださい。 


巧用可能時聞4 


本機の状態 

使用可能時間 

連続通信（音楽 
再生時間を含む 

最大12時間 

連続待ち受け 

最大2日日時間 


’周囲のミ品度や使巧状態により、上記の 
使用可能時間と異なる場合びありま 
す。 

巧電式電おのな量を巧認ずる 

本機の電源び入っているとをに 
POWER ボタンを押すと、ランプ 
(ホ）び点滅します。ランプ 
(ホ）び点滅した回数で、充電式 
電池の残量を確認でさます。 


ランプ （赤） 

電池残量 

3回点滅 

満 

2回点滅 

中 

1回点滅 

減（要充電） 


ごを意 

本機の電源を入れた直樓やペア U ングを 
巧っているとをは、充電式電池の残量を 
確認ずることびでをません。 

巧量びほとんどな<なると 

ランプ（ホ）び自動的にゆっくり点滅し 
ます。充電式電池の残量び完全になくな 
ると、ビープ音び鳴り、本機の電源び自 
動的に切れます。 
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ペアリングする 


ペアリングとは 

ペアリングの手順 


Bluetooth 機器では、あらかじ 
め、接続しよラとする機器を登録 
しておく必要びあります。この登 
録のことをペアリングといいま 
す。 

一度ペアリングすれば、再びペア 
U ングする必要はありませんび、 

政下の場をは再度ペア U ングび必 
要です。 

•修理を行ったなど、ペアリング 
情報び消まされてしまったと 
さ。 

• 9台し^上の機器をペア U ングした 
とさ。 

本機は8台までの機器をペア U ン 
グすることびでをます。8台分を 
ペア U ングしたあと新たな機器 
をペア U ングすると、8台のなか 
で最後に接続した日時び最もち 
い機器のペア U ング情報び、新 
たな機器の情報で上書さされま 
す。 

• 接続相手の機器から、本機との 
接続履歴び削除されたとさ。 

• 本機を初期化したとを。 （33 

ぺ_ジ考昭、 

すべてのペア I 」ング情報び消去 
されます。 


1巧手側 Bluetooth 煤器を、 

本機の1 m な巧に置く。 

2 PAIRING ボタンを2巧な上 
巧し続け、ペアリングモード 
にずる。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点滅し、ペア U ングモー 
ドに入ります。 



5分け内にペアリングを完了しな 
かつた場合、本機のペア IJ ン グモー 
ドは賴除され、電源び切れます。こ 
の場合、ちラー度手順1から操作を 
行って < ださい。 


16 






3 巧手測 Bluetooth 機器でぺ 
アリング操作を巧い、本機を 
巧索ずる。 

相手側 B I U etooth 機器の画面に、 
検出した機器の一覽び表示され 
ます。本徽ま 「 DR - BT 140 Q 」 

と表おされます。 
rDR-BT140QJ と画面に表示 
されない場合は、をう一度手順 1 
から操作を行って < ださい。 

ごを意 

• 相手側 Blu 到00化機器の操作につ 
いては、お使いの機器に付属の取 
扱説明書をご覧くださレ。 

• 検出した機器の一覧び表ちでさな 
い目 luetooth 機器や、画面びない 
機器とペア U ングするとをは、本 
機と相手側 Bluetooth 機器の両方 
をペアリングモードにしてくださ 
し'!。相手側目 luetooth 機器によつ 
てはこの操作でペア U ングでをる 
場合びあ0ます。 

このとを相手側目 luetooth 機器の 
パスワードび「0000」け列に設定 
ごれていると、本機とペアリング 
ずることびでをません。 

4 巧手側 Bluetooth 機器の画 
面に表示されている 
rDR-BT140QJ を還巧ず 
る。 


5 巧手測 Bluetooth 機器の画 
面でパスコード*の入力を要 
ボされた百、 rooooj を入 
力する。 

ランプ（青）びゆっくりした点 
ミ麻に変わったら、ペアリングの 
完了です。このとさ、ネ目手側 
B I uetooth 機器の画面によって 
は r 登録完了」などと表示され 
ます。 

* バスコードは、バスキー、円 N コー 
ド、円1\1ナンパ'—、パスワードなど 
と呼ばれる場合びあります。 

6巧手測 Bluetooth 機器で 
Bluetooth ち続操作を行 
ラ。 

本機びネ目手側团 uetooth 機器を 
最搂に接続した機器として記憶 
します。 

また、ネ目手側 Bluetooth 機器に 
よっては、ペア U ングび完了す 
ると自動的に本機と Bluetooth 
接続した状態になる場含びあり 
ます。 

をヒント 

• 複数の Bluetooth 機器とペア U ングず 
るには、ペア U ングしたい機器ごとに 
手順 1 〜 5 を繰り返してください。 

• 本機とペア U ングした Bluetooth 機器 
の情報をすべて削除するには、「本機 
を初期化する」 （33 ページ）をご覧< 
ださい。 
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本機を装着ずる 


1耳掛け巧（バンガー）の先端 
を耳の巧け欄こ是し込み、そ 
のまま写のをろに沿わせて回 
し込む。 

® の印のついた方をち耳に、の 
の印のついた方を左耳に付けて 
ください。 



2ネックコードを調節ずる。 

コードスライダーを使って、 
コードを調節してくださし、。 



ぐヒント 

使用楼にコードスライダーを使って、本 
機を束ねることびでをます。 
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機器検索中 圓参-参-参-参-参- 


接続待ち 

回 

回 

•- 



-•--•- 

-参… 

接続動作中 

回 

•- 


-•- 

-•--•- 



回 

•- 

-参- 

"参- 

-参--参- 

-参… 

HFP / HSP または 

回 

参- 

— 

— 

- - 

——... 

A 2 DP の接続 

回 

- 





(非通話時または 







非音楽再生時） 







HFP/HSP と 

回 

•- 


— 


— _ ■ ■ ■ 


ASDP の同時接続回- 
(が通話時または 
非音楽再を時） 



再生時 

回 •• - 

回- 

•• 

再生時 

回 ••• - 

-•参 • -… 


( HFP/HSP で圓- 



待ち受け中） 



着信中 





回- 


通 

通話中 

回 

-»- ... 

話 


回- 



音楽再生中の 巧！ ••• - 

- 参 •• - ... 


通話 

回- 



Bluetooth 機能のランプ表示 

回：ランプ倩) 
圓：ランプ（ホ) 


が態 点滅パターン 


ペア リンク I 接続動作 I 接続済み 
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操作 


音楽を聞< 



本機は SCMS - T 方式のコンテンツ 
保護に対応しています。 SCMS-T 
方式対応の携帯電話やワンセグ TV 
などの音楽（または音声）を、本 
機で聞くことがでさます。 

機器の操作をはじめる前に 、 OT 
の点をご確認ください。 

-を信側 Bluetooth 機器の電源び 

入つている。 

-本機と送信側团 uetooth 機器の 
ペア U ングび完了している。 

-送信側 Bluetooth 機器び音楽送 
信機能に対応している（プロ 
ファイル： A 2 DP *) 。 

1本機の電源び切れているが態 
で、 POWER ボタンを 
約2巧巧巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び同 
時に2回点滅し、電源び入ります。 
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ご注意 

電源を入れたあと、本機は前回接続 
した Bluetooth 磯器に HFP または 
HSP で自動的に接続しよラとしま 
す。本機で通話をしない場合は、前 
回接続した Bluetooth 磯器を HFP ま 
たは HSP の接続待ち巧態にしなし、で 
ください。音楽再生中に通話ちずる 
場合は、26ページをご覧ください。 

2送信側 Bluetooth 煤器で 
Bluetooth 接続操作を巧う 
( A 2 DP ) 。 

送信側团 uetooth 機器の操作に 
ついては、お使いの機器に付属 
の取扱説明書をご覧ください。 

3送信側 Bluetooth 煤器の巧 
生を巧める。 



ジョグスイッチを押して、本機か6を信 
側 Bluetooth 機器へ A 2 DP の Bluetooth 
接続をすることちでをます。ただし、本 
機で通話をしているとさは、ジョグス 
イッチを巧してち A 2 DP の目 luetooth 接 
続はでさません。 

ごを意 

• 本機と送信側 Bluetooth 機器を 、 HSP 
で Bluetooth 接続して音楽を再をした 
場合、本機で高音質の音楽を聞くこと 
びでをません。送信側 Bluetooth 機器 
を操作して、 A 2 DP の团 ue 怕 oth 接続 
に切り換えてください。 

• A 2 DP の巨 luetooth 接続中に本機の電 
源を切ったあと、再度 A 2 DP の 
Bluetooth 接続を行ラ場合は、ちラー 
度手順 1 から操作を行ってください。 

* プ□ファイルについて詳しくは、 

10ぺージをご覧ください。 




音量を調節ずるには 

音楽を再生して いると きに 、 VOL 
+ /- ボタンを押しまず。 



• 送信側 Bluetooth 機器によっては、接 
続した機器側でち音量の調節び必要な 
場合びあ D まず。 

•本機は、音楽を間<とさの音量と通話 
するときの音量を、それぞれ調舊ずる 
ことびでさます。通話中に音量を変え 
てち、音楽再生時の音量は変わりませ 
ん /。 

巧い授わるには 

1を信測 Bluetooth 機器を操 
作して、 Bluetooth ち続を 
切断ずる。 

2本煤の POWER ボタンを約 
2巧聞巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点なし、本機の電源び切 
れます。 

ク ヒント 

送信側 Bluetooth 機器によっては、音楽 

の再生を終了すると、自動的に 

Bluetooth 接続を切断する場合びありま 

す。 


送信側 Bluetooth 機器 
を操作ずる — AVRCP 

送信側 Bluetooth 機器び機器操作機 
能饼応プ□ファイル： AVRCP ) 
に対応している場合は、本機のボ 
タンで、送信側巨 luetooth 機器の操 
作びできることびあります。 

ご注意 

送信側 Bluetooth 機器の対応機能につい 
ては、お使いの機器に付属の取扱説明書 
をご確認 <ださい。 


巧態：停止中または一時停止中 



短巧し 

長巧し 


① 

感 

W 

⑤ 



© 再生を開始 A 1 
感停止 

感曲戻し/曲送り 
感早戻し/早をり* 2 


巧態：再生中 



短巧し 

長巧し 


⑥ 

⑥ 


③ 



感一時停止* 1 
感停止 

贷曲戻し/曲送り 
感早戻し/早を りが 

送信側 Bluetooth 機器によっては、 
ジョグスイッチを2回押す必要びあり 
ます。 

が送信側团 uetooth 機器によっては、操 
作に対応していない場合びあ D ます。 
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ぐ ヒント 

送信側 Bluetooth 機器によっては、本機で 
下記の操作を巧うことにより、早戻し/ 
早送りび可能になる場合びあります。 

の本機の POWER ボタンを約2秒 
間押し続け、電源を切る。 


⑤本機の POWE R ボタンとジョグ 
スイッチ （►■) を約7秒間押 
し続ける。ランプ（青）が1回 
点減しまず。 

なお、設定搜に同じ操作を再度巧ラと、 
ランプ情）び2回点滅し、この設定を 
賴除でさます。 

ご注意 

本機の VOL + / - ボタンで送信側 
巨 luetooth 機器の音量を調節ずることは 
でさません。 
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通話する 



機器の操作をはじめる前に、しソ下 
の点をご確認ください。 

-携帯電話の Bluetooth 機能び有 
効になっている。 

-本機と团 uetooth 対応携帯電話 
のペア U ングび完了している。 

1本煤の電源び切れている状態 
で、 POWER ボタンを約2巧 
巧巧し続ける。 

ランフ（青）とランプ（ホ）び 
同時に2回点滅し、電源び入り 
ます。電源び入ると、前回接続 
した Bluetooth 対応携帯電話へ 
自動的に接続します。 

ぐ ヒント 

自動接攝を試みて1分間を過ぎる 
と、接続動作び止ま0ます。その場 
合は、マルチ フアン クシ ヨン ボタン 
を巧すと、再度接続を試みます。 


本おび Bluetooth 対応携帯電 
話へ自動的に接続しないとをは 

巨 luetooth 対応携帯電話を操作し 
て接続する方法と、本機を操作し 
て前回接続した团 uetooth 機器と 
接続する方法とびあります。 

囲 Bluetooth 対応携帯電話を 
操作して巧続ずる場合 

1 Bluetooth 対応携帯電話で 
Bluetooth ち続操作を行う 
(HFP または HSP *) 〇 

巨 luetooth 対応携帯電話の操作 
については、お使いの携帯電話 
に付属の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

検出した機器の一覧び、 

B I uetooth 対応携帯電話の画面 
に表示されます。本機は 
「 DR - BT 140 Q 」 と表示され 
ます。 

HFP と HSP の両方に対応した 
团 uetooth 対応携帯電話をご使 
用になるときは、 HFP をご使 
用 < ださい。 

ごを意 

前回と異なる团 uetooth 巧応携帯電 
話へ接続するとをは、上記の方まで 
Bluetooth 対応携帯電話を操作して 
接続してください。 

* プ□ファイルについて詳しくは、 

10ページをご覧 < ださい。 
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图本機を操作して前回巧続した 
Bluetooth 機おと接続する 
場合 

1マルチフアンクシヨンボタン 
を巧ず。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点滅し始め、日秒間接続 
動作を行います。 

ご注意 

本機で音楽を間いているとさは、マルチ 
ファンクシヨンボタンで Blue 怕 oth 接続 
操作を行ラことはでさません。 

電話をかけるには 

1おほいの携帯電話のボタンを 
操作して電話をかける。 

本機から発信音び聞こえない場 
をは、マルチファンクシヨンボ 
タンを約2秒間巧し続けます。 

ぐヒント 

携帯電話の機種によっては、下記のよラ 
なちまで電話をかけることびできまず。 
詳し<は、お使いの携帯電話に付属の取 
振説明書をご覧くださし、。 

-通胃き待ち受け中に、マルチファンク 
シヨンボタンを押してボイスダイヤル 
磯能を使って電話をかけることびでを 
ます。 

-マルチファンクシヨンボタンを約2砂 
間押し続けて、直前の番号へ電話をか 
け直すことびでをます。 


電話を受けるには 

着信びあると、本機から着信音び 
聞こえます。 

1本機のマルチフアンクシヨンポ 
タンを巧して、電話を受ける。 

本機から聞こえる着信音は、携 
帯電話によって政下のよラに異 
なります。 

-本機の着信音 
-携帯電話の着信音 
-携帯電話の Bluetooth 接続専 
用の着信音 
ごを意 

携帯電話のボタンを巧して電話を受けた 
場合、機種にぶっては、携帯電話での通 
話び優先されることびあ0ます。この場 
合、本機のマルチ フアン クシ ヨン ボタン 
を約2秒間巧し続けるか、携帯電話を操 
作して、音声通信を本機に切り換えてく 
ださい。携帯電話側での操作について詳 
し < は、お使いの携帯電話に付属の取扱 
説明書をご覧 < ださい。 

音量を調節ずるには 

VOL + /- ボタンを巧します。 

ジ ヒント 

• 通話待ち受け中に音量を調節ずること 
はでをません。 

• 本機は、通話するとをの音量と音楽を 
聞くとをの音量を、それぞれ調整ずる 
ことびでをます。音楽再生中に音量を 
変えてち、通話時の音量は変わりませ 

電話を切るには 

本機のマルチフアンクシヨンボタ 
ンを巧して、通話を終了します。 
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巧い援わるには 

1 Bluetooth 対応携帯電話を 
操作して、 Bluetooth 接続 
を切節する。 

2本煤の POWER ボタンを 
約2巧聞巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（ホ）び 
同時に点阿し、電源び切れま 
す。 


Bluetooth 対応携帯電話 
を操作ずる— HFP、HSP 

携帯電話との接続には、 HFP また 
は HSP のどちらかび使巧されま 
す。どちらのプ□ファイルび使わ 
れるかは、携帯電話によって異な 
り、対応する機能を異なります。 
お使いの携帯電話に付属の取扱説 
明書をご覧ください。 


HFP 


巧お 

1 7 ルチフアンクシヨンポタン I 

短押し 

長押し 

待ち受け 

ボイスダイ 
ヤル開始‘ 1 

1」ダイヤル 

ボイスダイ 
ヤル中 

ボイスダイ 
ヤル解陳 ‘"i 

- 

発信中 

発信中断 

通話機器を本機 
または携帯電話 
へ切り換え 

着信中 

応答 

拒否 

通話中 

通話終了 

通話機器を本機 
または携帯電話 
へ切り換え 


HSP 


巧お 

1 7 ルチフアンクシヨンポタン1 

短押し 

長押し 

待ち受け 

- 

発信’1 

発信中 

発信中断’1 

発信中断または 
通話機器を本機 
へ切 D 換え*2 

着信中 

応答 

- 

通話中 

通話終了つ 

通話機器を本機 
へ切り換え 


携帯電話の機種によっては、操作に巧 
応していない場合びあ D ます。お使い 
の携帯電話に付属の取扱説明書をご覧 
ください。 

的 携帯電話の機種によって異な0ます。 
*3 携帯電話本体で通話しているとさは、 
操作に対応しない場合びあ0ます。 




音楽再を中に通話をする 

音楽再生中に通話をするには、 A 2 DP だけではなく HFP または HSP での 
Bluetooth 接続ち必要です。例えば、团 uetooth 対応音楽プレーヤーで音 
楽を再生中に Bluetooth 対応携帯電話で通話をしたいときは、本機とお使 
いの携帯電話び HFP または HSP で己 luetooth 接続されている必要びありま 
す。 


巧の手順で本機とお使いの機器を Bluetooth 接続しておきまず。 

1「通話する J (23 ベージ)の手順にがつて、本煤とおほいの携を電話 
を HFP または HSP で Bluetooth 接続する。 

2音楽を再生する Bluetooth 機器盾楽プレーヤーや携帯電話など） 
を操作して、 A2DP で本煤と Bluetooth 巧続ずる。 


音楽再生中に電話をかけるには 

1再を中に、マルチファンク 
シヨンポタンを操作する 
(25 ぺージ参照）。また 
は、お使いの携帯電話を操作 
ずる。 

本機から発信音び聞こえない場 
合は、マルチフアンクシヨンボ 
タンを約2秒間押し続けます。 


音楽再生中に電話を受けるには 

着信びあると音楽び一時停止し、 

本機から着信音び聞こえます。 

1マルチファンクシヨンボタン 
を巧して、通話を開おする。 

通話び終了したら、マルチファ 
ンクシヨンボタンを巧します。 
本機び音楽再生に戻ります。 

着信びあってを本機か5着信 
音び聞こえないとまは 

1再生中の音楽を厚止ずる。 

2着信音び鳴った6、マルチ 
ファンクシヨンボタンを巧し 
て、通話を開巧ずる。 
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その他 


本機を廃棄するとをのごま意 


鶴 

Li-ion 


機器に内蔵されている充電式電池は U サイクルでさます。この 
充電式電池の取りがしはお客様自身では行わず、「ソニーの 
ネ目談窓□」にご相談ください。 （ 「ソニーの相談窓□」の連 
絡先は裏表紙に記載されています。） 
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ほ用上のご注意 

Bluetooth ほ信にごいて 

• Bluetooth 無線技術ではおよそ1日 m 程 
度までの距離で通信でをますび、障害 
物 (人体、金属、壁など）や電波状態 
によって通信有効範囲は変動します。 
•本磯のアンテナは、ち A ウジングの下 
記図の点線でおした部分に内蔵されて 
います。接続する团 uetooth 機器をち 
側に置くことで、 Bluetooth 通信の感 
度は向上します。 

接続する磯器のアンテナ部と、本磯内 
蔵アンテナ部分との間に障害物などび 
ある場合、通信距離び短くなります。 



• Bluetooth 通信はし U 下の状況におい 
て、通信感度に影響をなぼすことびあ 
ります。 

-本機と目 luetooth 機器の間に人体や 
金属、壁などの障害物びある場合 
-無線 LAN び構築されている場所や、 
電モレンジを使巧中の周辺、その他 
電磁波び発生している場所など 

• Bluetooth 機器と無線 LAN 

(IEEE 802.11 b/g) は同一周波数帯 
(2.4 GHz) を使用するため、無線 
LAN を搭載した機器の近辺で使巧ずる 
と' 電波干渉び発生し' 通信速度の低 
下、雜音や接続不能の原因になる攝合 
びあります。この攝合、巧の対策を 
行ってください。 

-本機と目 luetooth 機器を接攝すると 
をは、無線 LAN から1日 m な上離れ 
たところで行ラ。 

- 10 m け内で使巧する場合は、 mm 

28 LAN の電源を切る。 


-本機と Bluetooth 機器をできるだ 
けお付ける。 

• 团 uetooth 機器び発をずる電波は、電 
子医療機器などの動作に影響を与える 
可能性びあります。場合によっては事 
故を発をさせる原因になりますので、 
次の場所では本機および Bluetooth 機 
器の電源を切って<ださい。 

-病院内/電車内/航空機内/ガソ 
IJ ンスタンドなど弓I火性ガスの発 
生ずる場所 

-自動ドアや火が報知機のお< 

• 本機は、 Bluetooth 無線技術を使巧 
した通信時のセキュI」テイとして、 

目 luetooth 標準規格に準拠したセ 
キュ IJ テイ機能に対応してしほす 
び、 i ミ定内容などによってセキュI」 
テイび充分でなし'!場合びお0ます。 

目 luetooth 通信を行ラ際はご注意く 
ださい。 

• Bluetooth 通信時に情報の漏ミ曳び発 
生しましてち、弊社としては一切の 
責任を負いかねますので、あらかじ 
めご了承くださレ。 

• 本機はすべての Bluetooth 機器との 
目 luetooth 接続を巧西するちのでは 
ありません。 

-接続ずる团 uetooth 磯器は、 
Bluetooth SIG の定める 
Bluetooth 標準規格に適合し、認 
前を取得している必要びありま 
ず。 

-接続ずる機器び上記巨 luetooth 標 
準規格に適合していてち、機器の 
特性や仕様によっては、接続でき 
なレ、操作ちまや表お-動作び異 
なるなどの現象び発生ずる場合び 
あります。 

-ハンズフ U— 通話中、接続機器や 
通信嚴境により、雑音び入ること 
びあ D ます。 

•接続ずる機器によっては、通信びで 
をるよラになるまで時間びかかるこ 
とびおります。 




付属の AC パワーアダプターについて 

•この製品には、付属の AC バワーアグ 
プター（極性統一形プラグ -J 曰 TA 規 
格）をご使用 < ださい。上記凹外の製 
品を使用ずると、巧障の原因になるこ 
とびあ D ます。 



極性統一おプラグ 


• AC パワーアダプターは容易に手び届 
くよラな電源コンセントに接続し、異 
甫び生じた場合は速やかにコンセント 
から振いて < ださい。 

• AC バワーアブプターをご使用時は、 

な下の点にご注意ください。 

- AC バワーアダプタ…を棚や組み込 
み式キャビネットなどの狭い場所に 
置かないで < ださい。 

-火災や感電の危険をさけるために、 
水のかかる場所や湿気のある場所で 
は使用しないで<ださい。また、 

AC バワー アダプターの上に巧瓶な 
ど、水の入ったちのを置かないで< 
ださい。 

•長い間使わないときは、 AC バワーア 
ププターをコンセントから损レて<だ 
さい。コンセントから抜くとさは、 
コードを引っぱらずに必ずみ。の一 
アダプター本体をつかんで抜いて<だ 
さい。 

その化のご ミ 主意 

•湿気やほこり、油煙、湯気の多い場 
所、直射日光の当たる場所や停車中の 
車内などには置かないでください。あ 
障の原因となります。 

• 携帯電話でご使用の際、電波げ況、場 
所の影響によ0、ご使用でさない場合 
びあ0ます。 


• このへッドセットは、力を加えたり重 
さを加えた0したまま長時間巧置する 
と、変形してしまラおそれびあ0ま 
す。保管するとさは、変形しないよラ 
にしてください。 

• 落としたりぶつけたりなどの強い 
ショックをちえないでください。 

• ユニッ ト部はていねいに撮ってくださ 
い。 

• 巧れは、乾いた柔らかい巧で&さおっ 
て<ださい。その際、 ユニット 部に息 
を吹をかけることはしないで<ださ 
い。 

• イヤーバッドは長期の使巧-な存にぶ 
D 劣化するおそれびあ0ます。 

• ほかに疑問点や問題点びある場合は、 
ちラー度この取扱説明書をよ<読んで 
から、ソニーの相談窓□またはお買い 
上げ店にご相談ください。 
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が障かな？と思った 6 

修理にお出しになる前に、再度の点検と、ホームページのサポート情報を 
確認してください。それでを正確に動作しないときは、お買い上げ店また 
は ソニーサービス 窓□、 ソニーの 相談窓□にお問い合わせください。 


共通 


電源び入5ない 

-► 本機を充電ずる。 

-► 充電中は電源を入れることびでをま 
せん。本機を AC パワーアダプター 
からはずし、電源を入れる。 

ペアリングでをない 

-► 本機と Bluetooth 機器をなるべく近 
付けてからペア U ングを巧ラ。 

Bluetooth 巧続びでまない 

一本機の電源び入ってレるか確認す 
る。 

-► 相手側 Blu 到00化機器の電源び入っ 
ていて目 luetooth 機能び有効になっ 
ていることを確認ずる。 

-► 本機にネ目手側 Bluetooth 機器との接 
続履歴び残っていない。ペアリング 
び完了したらすぐに、ネ目手側 
目 luetooth 機器で Bluetooth 接続を 
巧ラ。 

-► 本機または相手側 Bluetooth 機器び 
ス ij— プ状態になっている。 

-► 目 luetooth 接続び切断されている。 

ちラー度 Bluetooth 接攝を開始す 
る。（音楽を聞く場合： 20ぺージ参 
照、通話する場合： 23ぺージ参照） 

音びひずむ 

-► 本機や Bluetooth 機器の周辺に 
2.4 GHz 帯の周波觀を使用するお線 
や電モレンジなどの機器びなし'!占、確 
認する。 


通信距請び短い（音きび途切れる） 

-► 無線 LAN やほかの团 uetooth 磯器、 
電子レンジを使用している場所な 
ど、電磁波を発生する機器びある場 
合は、その機器から鄙れて使用ず 
る。 

-► 本機のアンテナ （28 ぺージ参照）を 
相手側团 uetooth 磯器の方向に向 
け、その間を障害物で遮らなレよラ 
にする。 

本傑を操作でをない 

一本機を U セットする（この操作をして 
ち、ペアリング情報は削除されませ 
ん）。クリップなどの細い棒を 
RESET ボタンの巧〜差し込み、ボタ 
ンの感触びあるまで押す。 
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音楽を聞 < とを 
音び出ない 

-► 本機と送信側 Bluetooth 機器の電源 
び入っているか確認する。 

-► 本機と送信側 Bluetooth 機器び、 
A2DP で目 luetooth 接続されてしなし、。 
A2DP で目 luetooth 接続をする。 

じ〇ページ参照） 

-► 送信側己 luetooth 機器で、音楽が再 
をされているか確認する。 

-► 本磯の音量がルさすざないか確認する。 

-► 接続した機器側で音量を調節する必 
要びある場合は、接続した機器で音 
量を上げる。 

-► 本機と送信側 Bluetooth 機器を再度 
ペア U ングする。 (1 6ページ参照） 

音びかさい 

-► 本機の音量を上げる。 

-► 接続した機器側で音量を調節するお 
要びある場合は、接続した機器で音 
量を上げる。 

音質び悪い 

-► 本機と送信側 Bluetooth 機器び、 
HSP での Bluetooth 接続になってい 
るときは、 A2DP での Bluetooth 接 
続に切り換える。 


音楽再を中に音び途切れやずい 

-► Bluetooth 機器から迸言している音 
楽のビットレート設定と、ご使用環 
境との組み合わせによって、本磯の 
受信状態び不安定になっている攝合 
びあります。 *1 

し'!ったん送信側 Bluetooth 機器から 
A2DP の目 lu 到00 th 接続を切り、本 
磯の電源び入っている間にジョグス 
イッチを約7秒間押し続け 
て、本磯で受信でをるビットレート 
の設定を下げる。 

*1 ビットレ—卜とは、1秒あたりのデー 
夕伝送量を表す数値です。一般的に 
ビットレートび高いほど、音質び良< 
なります。 

本磯は、高いビットレートで音楽を受信 
できますび、ご使用罵境によっては音び 
途切れやすい場合びあります。 

ビットレート設定の蜜要び完了する 
と、ランプ（青）び1回点滅しまず。 

ご使巧の環境にぶっては、上記の操作 
で音の途切れび改善されない場合ちあ 
0ます。設定をちとに戻すには、ちラ 
一度本機のジョグスイッチを 
約7秒間巧し続けまず。このときラン 
プ（青）び2回点滅します。 




ほ話するとま 


通話巧手の声び聞こえない 

一本磯と Bluetooth 対応携帯電話の電 
源び入っているか確認する。 

一本磯と Bluetooth 対応携帯電話び 
Bluetooth 接続されていない。 

HFP、 ちしくは HSP で Bluetooth 接 
続をする。 （23 ぺージ参照） 

一 Bluetooth 対応携帯電話の音声設定 
び、通話中に本磯を使ラよラになっ 
ているか確認する。 

一本機の音量びかさすぎないか確認する。 

一 Bluetooth 対広携帯電話で音量を調節す 
る必要びある場合は、音量を上げる。 

-► 本磯で音楽を聞いているとをは再生を 
停止して、本機のマルチファンクシヨ 
ンボタンを押して着信に応答する。 

通話巧手か6の青びかさい 

-► 本磯の音量を上げる。 

一 Bluetooth 対応携帯電話で音量を調節す 
る必要びある場合は、音量を上げる。 
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本機を初期化する 

音量調節などを工場出荷時の設定 
に戻し、すべてのペアリング情報 
を削除します。 

1本煤の電源が入つている状態 
で、 POWER ボタンを2技似 
上 I 甲し続けて本機の電源を切 
る。 

2 POWER ボタンとマルチ 
フアンクシヨンポタンを同時 
に7巧が Lb 巧し続ける。 

ランプ（青）とランプ（赤）び 
同時に4回点滅し、本機び工場 
出荷時の設定に戻ります。すべ 
てのペア U ング情報び削除され 
ます。 


保証書と アフター 
サービス 


保証書 

• この製品には保記書び添付されていま 
すので、お買い上げの際お受け取0< 
ださレ。 

• 所定事項の記入おぶび記載内容をお確 
かめのラえ、大切にイ呆存してくださ 
い。 

•イ呆証期間は、お買レ上げ曰よ01年間 
です。 

ア フターサー ビス 

調子がおいとをはまずチ王ジクを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調 
ベください。 

それでを具さのおいとをは 

ソニーの相談窓 □ (裏表紙）にご相談く 
ださい。 


保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させて 
いただをます。詳しくはな証書をご覧く 
ださい。 

巧証期間経過をの核巧は 

修理によって機能び維持でをる場合は、 
ご要望により有料修理させていただをま 
す。 


部品の巧ち巧固にごいて 

当社ではへッドセットの補修巧性能部品 
(製品の機能を維持ずるために必要な部 
品）を、製造巧ち切り樓日年間な有して 
います。この部品保有期間を修理可能期 
間とさせていただをます。保有期間び経 
過したあとも、刷璋箇所によっては修理 
巧能の場合びありますので、お買い上げ 
店または、ソニーのす目談窓 □ (裏表紙） 
にごネ目談ください。 


33 



まな仕様 


概要 

ぺッドセット 


お信方式 

团 uetooth 標準 規格 Ver . 2.0 +EDFr 

出力 

团 uetooth 標準 規格 Power Class 2 

最大ほ信距謎 

見通し距離約 10 m が 

馆巧周液巧帯域 

2.4 GHz 帯に.4000 GHz 〜 
2.4835 GHz ) 

を調方式 

FHSS 

巧応 Bluetooth プ□ファイル * 3 

A 2 DP (Advanced Audio 
Distribution Profile ) 、 

AVRCP (Audio Video Remote 
Control Profile ) 、 

HFP ( Hands-free Profile ) 、 

HSP (Headset Profile ) 

巧応コーデジクか 

S 艮 C *5、 MP 3 

巧応コンテンツ巧護 

SCMS - T 方式 

位送帯域 ( A 2 DP ) 

20 ~ 20,000 Hz (44.1 kHz サン 
フ U ング時） 

付属品 

AC パワーアダプター （1) 

取扱説明書（本書） （1) 

その他印刷物一式 

*1 Enhanced Data Rate の略 
‘2 通信距離は目安です。周囲罵境によ0 
通信距離び変わる場合びあ D ます。 

*3 己 luetooth プ□ファイルとは、 

团 uetooth 機器の特性ごとに機能を標 
準化したちのです。 

* 斗音声圧縮変換ち式のこと 
巧 Subband Codec の略 


電源 

DC 3.7 V :内蔵リチウムイオン充電 
式電池 

質量 

約日: 3 g 

レシーバー部 
お式 

オープンエアダイナ S ック型 

ドライ K — ユニット 

30 mm 、 ドーム型 

ちを周波数帯域 

16〜24,000 Hz 


マイク部 

型式 

エレクトレットコンデンサー型 

指向特性 

全指向性 

有効间液数帯域 

10日〜4,日日0 Hz 

許容動作湿度 

〇〜45で 


本機は Fraunhofer HS および 
Thomson の MPEG Laye 「-3 才一 

ディ オコーディング技術と特許に基づ 
く許諾製品です。 

本機の仕様およびが観は、改良のため 
予告なく変更することびありますび、 
ご了承 < ださい。 
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ソニーの 相談,客□のごま巧 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるとさのご相談につ 
いては、下記のお問い合わせ巧をご利巧ください。 

ホームページで調べるには 

一 AV 関連商品-アクセサリーカスタマー■サポートへ 
(http://www.sony.co.jp/a\/-acc) 

己 luetooth アクセサ U— 商品に関ずる最新サポート情報や、よくあるお問い 
合わせとその回答をご案内しています。 

電話- FAX でのお問い合わせは 

ーソニーの相談窓□へ（下記電話- FAX 番号） 

• お問い合わせの際は、巧のことをお知らせください。 

セッ ト本体に関ずるご質問時： 

-型を： DR-BT140Q/DR-BT140QP 

一 製造（シリアル）番号：ちハウジングのイヤーバッドをはずした内側の 
ラベルに記載 

一ごネ目談内容：でさるだけ詰しく 
一 お買レ上げ年月日 

接続に関ずるご質問時 

質問の内容によっては、本機に接続される機器についてご質問させていただく場 
合びあります。事前にわかる範囲でご確認いただを、お知らせください。 


よくあるお問い合わせ、窓口受付時間などは 
ホームぺージをごミ舌用ください。 


http :// www . sony . co . jp/support 
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